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令和3年度の
授業に関する基本方針

　令和３年度の授業につきましては、次の方針のとおり実施いたしております。今後、

新型コロナウイルス感染症の拡大状況や政府等の動向により、本方針に変更が生じた

場合には、本学ホームページや学生ポータル、学習管理システム（manaba）等で速

やかにお知らせいたします。

　本学では、以上のように学生の皆さまに学びの場を提供していきます。対面授業を

実施する際は、最大限の感染防止対策を講じて参りますので、保護者の皆さまにおか

れましても引き続きご理解とご協力をお願い申し上げます。

１．授業の実施方法について
●専門分野科目は、必要な感染防止対策を講じた上で、原則対面で授業を実施します。

●教養分野科目は、原則遠隔で授業を実施します。

２．manabaおよびMicrosoft Teamsの活用について
●対面・遠隔に関わらず、manaba等を積極的に活用して、質の高い授業を行います。

●感染拡大状況や政府等の動向により、対面授業が難しいと判断された場合は、Microsoft 

Teamsを利用して双方向性を維持しながら、迅速かつ全面的に遠隔授業に切り替えます。

３．講義室での感染防止対策について
●講義室では、入口付近への手指消毒液の設置、ソーシャルディスタンスを確保した座席配

置、窓やドアの開放による換気、机や椅子の除菌など感染防止対策を徹底します。

４．対面授業に出席できない学生に対する措置について
●「基礎疾患を有している」「基礎疾患を有する家族と同居している」「日本に入国すること

ができない」などの理由により、授業の受講が遠隔に限られる場合には、それぞれの事情

に十分配慮して対応いたします。
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後援会役員は学年ごとに約10名程度、事業の運営に協力を頂いております。
大学へ進学すると、保護者同士の情報共有する機会が少なく、子を心配に思
う保護者様から「後援会役員になって良かった」との声を頂いております。
後援会役員にご協力・ご興味のある方は、以下までご連絡ください。

福井工業大学後援会事務局（大学庶務課）　☎0776－29－7864

後援会役員を募集します
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三
月
十
五
日
（
月
）
午
前
十
一
時
か
ら
、
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
に
お
い
て
令
和
二
年

度
学
位
記
授
与
式
が
学
生
・
教
職
員
の
み
に
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
空
が
広
が
る
春
の
日
差
し
の
も
と
、
大
学
院
修
了
十
三
名
、
学
部
卒
業
生

五
一
四
名
の
計
五
二
七
名
（
う
ち
留
学
生
二
十
五
名
）
が
本
学
の
学
び
舎
を
巣
立
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

掛
下
学
長
は
式
辞
の
中
で
未
来
を
切
り
開
く
に
あ
た
っ
て
の
考
え
る
べ
き
重
要
な

心
構
え
「
夢　

持
続
と
努
力　

無
知
の
自
覚
」
の
３
つ
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
「
本
学
で
研
鑽
し
た
学
術
を
基
礎
に
、
改
め
て
人
間
の
知
識
や
知
恵
に
対
し
て

謙
虚
な
考
え
方
を
も
ち
、
新
た
な
真
理
の
探
究
と
価
値
の
創
造
に
取
り
組
み
、
個
人

の
未
来
も
人
類
の
未
来
も
良
い
方
向
に
変
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
言
葉
を
修
了

生
・
卒
業
生
へ
送
り
ま
し
た
。

　

卒
業
生
総
代
答
辞
で
は
、
環
境
情
報
学
部
環
境
・
食
品
科
学
科 

谷
口 

真
唯
さ
ん

が
「
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
に
今
後
も
予
想
が
で
き
な
い
困
難
に
対
し
、
大
学
で
学
ん
だ

知
識
と
技
術
を
活
か
し
、
困
難
な
課
題
に
立
ち
向
か
い
、
よ
り
良
い
未
来
を
切
り
拓

い
て
い
く
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

令
和
二
年
度

学
位
記
授
与
式
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令
和
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年
度
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四
月
三
日
（
土
）
、
福
井
キ
ャ
ン
パ
ス
金
井
講
堂
に
て
感
染
予
防
措
置
を
徹
底
し
、
学
生
・

教
職
員
の
み
に
て
二
部
制
で
入
学
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

学
部
学
生
五
四
〇
名
、
編
入
学

生
二
名
、
大
学
院
生
九
名
の
合
計
五
五
一
名
が
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

掛
下
学
長
は
「
大
学
に
お
け
る
専
門
分
野
の
勉
強
は
勿
論
の
こ
と
、
人
間
関
係
を
作
り
上

げ
る
こ
と
も
学
問
に
は
非
常
に
大
切
で
あ
り
、
社
会
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
し
て
身
に

付
け
た
考
え
方
や
精
神
も
学
問
の
形
成
に
役
立
つ
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
に
し
て
身
に
付
け

た
皆
さ
ん
の
学
問
が
、
社
会
に
出
て
、
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
心
構
え
で
こ

れ
か
ら
の
学
園
生
活
を
送
り
、
学
問
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
入
生
を
代
表
し
て
、
工
学
部
電
気
電
子
工
学
科
の
山
口
千
翔
さ
ん
、
環
境
情
報
学
部

　

デ
ザ
イ
ン
学
科
の
粟
木
乃
有
さ
ん
が
「
建
学
の
精
神
に
則
り
、
勉
学
に
励
み
、
学
問
の
真

理
探
究
に
ま
い
進
す
る
」
と
宣
誓
し
ま
し
た
。
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福井工業大学の課外活動 Pickup!

福井工業大学の課外活動 Pickup!

　私達剣道部は新型コロナウイルス感染症の影響により、練
習時間が制限される中、「自発的に行動できる組織」作りを
目標に活動しました。
　レベル別練習や学年練習を新たに取り入れ、各集団で自分
達に必要なスキルを探究し、創意工夫しなが
ら練習に取り組みました。
　令和２年度の大会はすべて中止となりまし
たが、剣道ができる喜びを噛みしめ、今まで
当たり前に行っていたことの幸せを肌で感じ
ることができました。

令和3年度 抱負

女子副主将　4年　伊藤　こよみ

G�l
　私達剣道部は「福井県から日本一」という目
標を掲げて、日々稽古に励んでいます。
昨年度は試合が出来なかったので、来年度は今

まで積み重ねた稽古の成果を発揮し、日本一を達成します。
　保護者の皆様におかれましては、今後共温かいご声援を賜
りますようお願い申し上げます。

　柔道はフルコンタクトスポーツであるため、新型コロナウ
イルス感染症感染拡大防止の観点から、たくさんの活動制限
がありました。多くの制限がある中でも６月より活動が再開
出来た事に感謝し、与えられた環境の中で何が出来るのかを
話し合い日々の稽古に励んでいます。今年は、全ての全国大
会が中止となりましたが、北信越学生柔道体重別選手権大会

を開催していただき、大会の運営に携わっていただきました
方々に感謝しています。今後も柔道が出来る一日一日に感謝
をしながら感染防止に努め、稽古に励みたいと思います。

主将　4年　小林　鉄明

　私たちは、令和元年度北信越学生柔道優勝大会で優勝し、
連覇を目指した令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影
響で中止となりました。令和3年度は開催される事を願い、
二連覇を目指します。また、全国各地に目を向けると新型コ
ロナウイルス感染症の影響で今もなかなか稽古が出来ない地
域がある中で、毎日稽古が出来るこの環境に感謝し心身とも
に大きく成長できる年にしたいです。

大会成績�sult
■北信越学生柔道体重別選手権大会
 60kg級 ３位　西　　良典
 73kg級 ３位　柳井　翔太
 73kg級 ３位　宮藤健太郎
 100kg級 ３位　宗石　忠士

　私達ゴルフ部は新型コロナウイルス感染症の影響により、
練習時間が制限を受ける中、グループ分けをして練習を行っ
たり、個人練習をするなど、ゴルフ部として全員で部活を行
うことや与えられた練習環境で存分に練習できること、そし
て試合でその練習の成果を発揮する場があることのありがた
さを感じながら過ごしました。ほとんどの試合が中止になり
ましたが、福井での試合に参加でき練習の成果を発揮するこ
とができました。

主将　4年　福山　功太

　私達の今年度のスローガンは「感謝」です。
日頃練習できることへの感謝を胸に全国大会優
勝を目指して行きます。保護者の皆様におかれ

ましても、応援いただきますようよろしくお願いいたします。

　私たち硬式野球部は、新型コロナウイルス感染症の影響に
より、全日本大学野球選手権大会、明治神宮大会、春季リー
グ戦が中止となりました。その中で、秋季リーグ戦で優勝す
ることを目標に、試合が出来ない中、常に試合を想定しなが
ら練習に取り組みました。その結果、秋季リーグ戦では、全
勝で優勝することが出来ました。

　また、マスクの着用や消毒、毎日の検温等の感染対策を行
い、集団感染することなく活動することが出来ました。

主将　4年　井元　勘太

　私たちの今年度のスローガンは、「結束力」
です。「結束力」を武器に、全日本大学野球選
手権大会と明治神宮大会での優勝、応援の日本

一、組織の日本一を目指します。
　コロナ禍で、大変な状況ではありますが、様々な方に野球
で元気や勇気を与えられるように日々精進していきたいと思
います。応援の程、宜しくお願い致します。

■令和2年度　北陸大学野球連盟　秋季リーグ戦
　　優勝　9季連続82回目
■第28回北陸大学野球新人戦
　　優勝
■第28回中日旗争奪北陸私立大学野球選手権大会
　　優勝

ゴルフ部

硬式野球部

剣道部

柔道部
令和2年度 活動報告�p�t 

令和3年度 抱負G�l

大会成績�sult

令和3年度 抱負G�l

令和3年度 抱負G�l

令和2年度 活動報告�p�t 

令和2年度 活動報告�p�t 
令和2年度 活動報告�p�t 

　
令
和
三
年
四
月
十
七
日
（
土
）、
福
井
キ
ャ
ン
パ
ス
金
井
講
堂
に
て
感
染
予
防
措

置
を
徹
底
し
、
学
生
・
教
職
員
の
み
に
て
二
部
制
で
令
和
二
年
度
入
学
生
（
現
・
二

年
生
）
歓
迎
式
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

　
掛
下
学
長
講
話
で
は
吉
田
松
陰
先
生
の
唱
え
た
言
葉
を
引
用
し
「
夢
な
き
者
に
理

想
な
し
、
理
想
な
き
者
に
計
画
な
し
、
計
画
な
き
者
に
実
行
な
し
、
実
行
な
き
者
に

成
功
な
し
。
故
に
、
夢
な
き
者
に
成
功
な
し
。」
と
令
和
二
年
度
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
遠
隔
授
業
に
て
一
年
間
学
生
生
活
を
過
ご
し
た
二

年
生
に
夢
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
述
べ
ら
れ
、
歓
迎
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

　
在
学
生
を
代
表
し
て
工
学
部
建
築
土
木
工
学
科
三
年
、
学
友
会
総
務
委
員
長
で
あ

る
平
木
航
太
さ
ん
よ
り
「
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
将
来
を
考
え
る
と
、
と
て
も
高
い
壁

に
ぶ
つ
か
り
、
夢
を
諦
め
た
く
な
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
に

頼
れ
る
の
は
や
は
り
担
当
教
員
の
先
生
や
周
り
に
い
る
友
人
で
す
。
共
に
支
え
あ

い
、
共
に
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
、
登
り
切
っ
た
高
い
壁
か
ら
望
む
景
色
は
美
し
く
、

色
褪
せ
な
い
思
い
出
と
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
苦
労
を
共
に
し
た
友
人
は
紛
れ
も
な
く
信
頼
の
で
き
る
友

人
に
な
っ
て
い
ま
す
。
友
人
は
一
生
の
財
産
と
な
る
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。」
と
励
ま
し

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
令
和
二
年
度
入
学
生
代
表
挨
拶
で
は
、
工
学
部

原
子
力
技
術
応
用
工
学
科
の
山
下
佳
祐
さ
ん
と

環
境
情
報
学
部
環
境
食
品
応
用
化
学
科
の
松
本
大

輝
さ
ん
が
「
今
年
度
に
入
り
、
友
人
や
先
生
方
と

よ
う
や
く
会
う
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
思
い
描
い

て
い
た
大
学
生
ら
し
い
生
活
が
よ
う
や
く
こ
の
歓

迎
式
を
節
目
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
日
か
ら
は
コ
ロ
ナ
禍
で
過
ご

し
た
一
年
間
の
思
い
を
バ
ネ
に
し
て
、
勉
学
や
部

活
動
、
サ
ー
ク
ル
活
動
等
を
楽
し
み
、
有
意
義
な

大
学
生
活
を
送
り
ま
す
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

令
和
二
年
度
入
学
生
歓
迎
式
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福井工業大学の課外活動 Pickup!

福井工業大学の課外活動 Pickup!

　私達剣道部は新型コロナウイルス感染症の影響により、練
習時間が制限される中、「自発的に行動できる組織」作りを
目標に活動しました。
　レベル別練習や学年練習を新たに取り入れ、各集団で自分
達に必要なスキルを探究し、創意工夫しなが
ら練習に取り組みました。
　令和２年度の大会はすべて中止となりまし
たが、剣道ができる喜びを噛みしめ、今まで
当たり前に行っていたことの幸せを肌で感じ
ることができました。

令和3年度 抱負

女子副主将　4年　伊藤　こよみ

G�l
　私達剣道部は「福井県から日本一」という目
標を掲げて、日々稽古に励んでいます。
昨年度は試合が出来なかったので、来年度は今

まで積み重ねた稽古の成果を発揮し、日本一を達成します。
　保護者の皆様におかれましては、今後共温かいご声援を賜
りますようお願い申し上げます。

　柔道はフルコンタクトスポーツであるため、新型コロナウ
イルス感染症感染拡大防止の観点から、たくさんの活動制限
がありました。多くの制限がある中でも６月より活動が再開
出来た事に感謝し、与えられた環境の中で何が出来るのかを
話し合い日々の稽古に励んでいます。今年は、全ての全国大
会が中止となりましたが、北信越学生柔道体重別選手権大会

を開催していただき、大会の運営に携わっていただきました
方々に感謝しています。今後も柔道が出来る一日一日に感謝
をしながら感染防止に努め、稽古に励みたいと思います。

主将　4年　小林　鉄明

　私たちは、令和元年度北信越学生柔道優勝大会で優勝し、
連覇を目指した令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影
響で中止となりました。令和3年度は開催される事を願い、
二連覇を目指します。また、全国各地に目を向けると新型コ
ロナウイルス感染症の影響で今もなかなか稽古が出来ない地
域がある中で、毎日稽古が出来るこの環境に感謝し心身とも
に大きく成長できる年にしたいです。

大会成績�sult
■北信越学生柔道体重別選手権大会
 60kg級 ３位　西　　良典
 73kg級 ３位　柳井　翔太
 73kg級 ３位　宮藤健太郎
 100kg級 ３位　宗石　忠士

　私達ゴルフ部は新型コロナウイルス感染症の影響により、
練習時間が制限を受ける中、グループ分けをして練習を行っ
たり、個人練習をするなど、ゴルフ部として全員で部活を行
うことや与えられた練習環境で存分に練習できること、そし
て試合でその練習の成果を発揮する場があることのありがた
さを感じながら過ごしました。ほとんどの試合が中止になり
ましたが、福井での試合に参加でき練習の成果を発揮するこ
とができました。

主将　4年　福山　功太

　私達の今年度のスローガンは「感謝」です。
日頃練習できることへの感謝を胸に全国大会優
勝を目指して行きます。保護者の皆様におかれ

ましても、応援いただきますようよろしくお願いいたします。

　私たち硬式野球部は、新型コロナウイルス感染症の影響に
より、全日本大学野球選手権大会、明治神宮大会、春季リー
グ戦が中止となりました。その中で、秋季リーグ戦で優勝す
ることを目標に、試合が出来ない中、常に試合を想定しなが
ら練習に取り組みました。その結果、秋季リーグ戦では、全
勝で優勝することが出来ました。

　また、マスクの着用や消毒、毎日の検温等の感染対策を行
い、集団感染することなく活動することが出来ました。

主将　4年　井元　勘太

　私たちの今年度のスローガンは、「結束力」
です。「結束力」を武器に、全日本大学野球選
手権大会と明治神宮大会での優勝、応援の日本

一、組織の日本一を目指します。
　コロナ禍で、大変な状況ではありますが、様々な方に野球
で元気や勇気を与えられるように日々精進していきたいと思
います。応援の程、宜しくお願い致します。

■令和2年度　北陸大学野球連盟　秋季リーグ戦
　　優勝　9季連続82回目
■第28回北陸大学野球新人戦
　　優勝
■第28回中日旗争奪北陸私立大学野球選手権大会
　　優勝

ゴルフ部

硬式野球部

剣道部

柔道部
令和2年度 活動報告�p�t 

令和3年度 抱負G�l

大会成績�sult

令和3年度 抱負G�l

令和3年度 抱負G�l

令和2年度 活動報告�p�t 

令和2年度 活動報告�p�t 
令和2年度 活動報告�p�t 
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福井工業大学の課外活動 Pickup!

福井工業大学の課外活動 Pickup!

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けたことによ
り、様々な大会が通常通り開催されない中でしたが、サッカー
ができる喜びを噛みしめながら1年間活動しました。残念な
がら目標であった『全国大会出場』は達成できませんでした。
しかし、第100回全日本サッカー選手権大会で全国ベスト8
の成績を残した福井ユナイテッドとは、福井県予選の決勝戦
で戦い、延長戦までもつれ込む接戦を演じるなど、着実に力
を付けてきていることを実感しました。

主将　4年　小林　和暉

　私達男子サッカー部は、『文武両道』と『人
格形成』を活動理念に掲げ、日々精進しており
ます。立派な社会人となれるよう互いに切磋琢

磨しあい、チーム一丸となって全国大会出場を目指して頑張

ります。保護者の皆様におかれましても、ご支援いただきま
すようよろしくお願いいたします。

　私たち馬術部は新型コロナウイルス感染症の影響により、
活動時間が制限された為、馬に乗る時間が減ってしまい、例
年より練習が出来ませんでした。多くの大会が中止になる
中、中部地区大会では、全国大会に出場する権利を獲得する
ことができました。

主将　4年　金田　健太郎

　私たちの今年度の目標は、「昨年度の成績を
上回ること」です。今年度も新型コロナウイル
ス感染症の影響で、大会が減ってしまうかもし

れませんが、日々の練習を大切にし、目標達成に向かって頑
張ります。

■第55回中部学生自馬競技会
 学生賞典馬場馬術競技 個人３位
 L1競技 個人２位
■全日本学生馬術大会2020
 学生賞典馬場馬術競技大会 個人33位

■第100回全日本サッカー選手権大会　福井県予選
　　準優勝
■第48回北信越大学サッカーリーグ
　　第6位
■第43回福井県サッカー 1部リーグ
　　第5位

　私達、福井工業大学男子ホッケー部は新型コロナウイルス
感染症感染拡大の影響により、クラブ活動が限られる中、少
人数での練習やチームミーティングを積極的に行い、大会に
備えてきました。このような状況の中でも、大会に参加でき
る喜びとチームを支えてくださる全ての方々に対し、感謝の
気持ちでいっぱいです。10月31日（土）～ 11月3日（火）
大井ホッケー場にて開催されました「全日本学生ホッケー選
手権大会（インカレ）」では、第4位となり、3年連続全国ベ
スト4の成績を残すことができました。

主将　4年　谷川　和也

　昨年はチームの成長を感じながらも、全国制
覇という目標まであと一歩届きませんでした。
接戦の中、最後のところで勝ち切ることができ

ない。その原因は、技術や体力ではなく、メンタルにあると
気付かされる一年でした。今年こそは創部初の優勝を手にし
て、応援してくださる全ての方々に恩返しができるように
チーム一丸となって全力で戦います。今後とも福井工業大学
男子ホッケー部の応援、よろしくお願いいたします。

　私たち女子ホッケー部は、昨年度より強化クラブとして新
に創部させていただきました。
　昨年度は、４名のホッケー経験者が入部し、スタート致し
ました。人数が少ないため、練習時間やメニューも多くでき
ない中、基礎技術を磨き上げることに集中し、取り組んでき
ました。
　令和３年度は、U-18 日本代表選手や国体選手など有望な
新入生７名が入学し、公式戦へ初参戦致します。
　創部を含め、チームとして活動していくにあたり、いつも
学園の皆様、保護者の皆様には、多大なるご支援を頂いてい
ます。ありがとうございます。
　私たちの最大目標である「日本一」を目指しながら、日々
感謝の気持ちを忘れず、励んで参りたいと思います。
　今後ともご支援の程、何卒よろしくお願い申し上げます。

馬術部

男子ホッケー部

女子ホッケー部

男子サッカー部

大会成績�sult

令和3年度 抱負G�l

令和3年度 抱負G�l

大会成績�sult

令和3年度 抱負G�l

令和2年度 活動報告�p�t 
令和2年度 活動報告�p�t 

令和2年度 活動報告�p�t 
令和2年度 活動報告�p�t 

主将　2年　室原　智巴
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福井工業大学の課外活動 Pickup!

福井工業大学の課外活動 Pickup!

　私達剣道部は新型コロナウイルス感染症の影響により、練
習時間が制限される中、「自発的に行動できる組織」作りを
目標に活動しました。
　レベル別練習や学年練習を新たに取り入れ、各集団で自分
達に必要なスキルを探究し、創意工夫しなが
ら練習に取り組みました。
　令和２年度の大会はすべて中止となりまし
たが、剣道ができる喜びを噛みしめ、今まで
当たり前に行っていたことの幸せを肌で感じ
ることができました。

令和3年度 抱負

女子副主将　4年　伊藤　こよみ

G�l
　私達剣道部は「福井県から日本一」という目
標を掲げて、日々稽古に励んでいます。
昨年度は試合が出来なかったので、来年度は今

まで積み重ねた稽古の成果を発揮し、日本一を達成します。
　保護者の皆様におかれましては、今後共温かいご声援を賜
りますようお願い申し上げます。

　柔道はフルコンタクトスポーツであるため、新型コロナウ
イルス感染症感染拡大防止の観点から、たくさんの活動制限
がありました。多くの制限がある中でも６月より活動が再開
出来た事に感謝し、与えられた環境の中で何が出来るのかを
話し合い日々の稽古に励んでいます。今年は、全ての全国大
会が中止となりましたが、北信越学生柔道体重別選手権大会

を開催していただき、大会の運営に携わっていただきました
方々に感謝しています。今後も柔道が出来る一日一日に感謝
をしながら感染防止に努め、稽古に励みたいと思います。

主将　4年　小林　鉄明

　私たちは、令和元年度北信越学生柔道優勝大会で優勝し、
連覇を目指した令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影
響で中止となりました。令和3年度は開催される事を願い、
二連覇を目指します。また、全国各地に目を向けると新型コ
ロナウイルス感染症の影響で今もなかなか稽古が出来ない地
域がある中で、毎日稽古が出来るこの環境に感謝し心身とも
に大きく成長できる年にしたいです。

大会成績�sult
■北信越学生柔道体重別選手権大会
 60kg級 ３位　西　　良典
 73kg級 ３位　柳井　翔太
 73kg級 ３位　宮藤健太郎
 100kg級 ３位　宗石　忠士

　私達ゴルフ部は新型コロナウイルス感染症の影響により、
練習時間が制限を受ける中、グループ分けをして練習を行っ
たり、個人練習をするなど、ゴルフ部として全員で部活を行
うことや与えられた練習環境で存分に練習できること、そし
て試合でその練習の成果を発揮する場があることのありがた
さを感じながら過ごしました。ほとんどの試合が中止になり
ましたが、福井での試合に参加でき練習の成果を発揮するこ
とができました。

主将　4年　福山　功太

　私達の今年度のスローガンは「感謝」です。
日頃練習できることへの感謝を胸に全国大会優
勝を目指して行きます。保護者の皆様におかれ

ましても、応援いただきますようよろしくお願いいたします。

　私たち硬式野球部は、新型コロナウイルス感染症の影響に
より、全日本大学野球選手権大会、明治神宮大会、春季リー
グ戦が中止となりました。その中で、秋季リーグ戦で優勝す
ることを目標に、試合が出来ない中、常に試合を想定しなが
ら練習に取り組みました。その結果、秋季リーグ戦では、全
勝で優勝することが出来ました。

　また、マスクの着用や消毒、毎日の検温等の感染対策を行
い、集団感染することなく活動することが出来ました。

主将　4年　井元　勘太

　私たちの今年度のスローガンは、「結束力」
です。「結束力」を武器に、全日本大学野球選
手権大会と明治神宮大会での優勝、応援の日本

一、組織の日本一を目指します。
　コロナ禍で、大変な状況ではありますが、様々な方に野球
で元気や勇気を与えられるように日々精進していきたいと思
います。応援の程、宜しくお願い致します。

■令和2年度　北陸大学野球連盟　秋季リーグ戦
　　優勝　9季連続82回目
■第28回北陸大学野球新人戦
　　優勝
■第28回中日旗争奪北陸私立大学野球選手権大会
　　優勝

ゴルフ部

硬式野球部

剣道部

柔道部
令和2年度 活動報告�p�t 

令和3年度 抱負G�l

大会成績�sult

令和3年度 抱負G�l

令和3年度 抱負G�l
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福井工業大学の課外活動 Pickup!

福井工業大学の課外活動 Pickup!

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けたことによ
り、様々な大会が通常通り開催されない中でしたが、サッカー
ができる喜びを噛みしめながら1年間活動しました。残念な
がら目標であった『全国大会出場』は達成できませんでした。
しかし、第100回全日本サッカー選手権大会で全国ベスト8
の成績を残した福井ユナイテッドとは、福井県予選の決勝戦
で戦い、延長戦までもつれ込む接戦を演じるなど、着実に力
を付けてきていることを実感しました。

主将　4年　小林　和暉

　私達男子サッカー部は、『文武両道』と『人
格形成』を活動理念に掲げ、日々精進しており
ます。立派な社会人となれるよう互いに切磋琢

磨しあい、チーム一丸となって全国大会出場を目指して頑張

ります。保護者の皆様におかれましても、ご支援いただきま
すようよろしくお願いいたします。

　私たち馬術部は新型コロナウイルス感染症の影響により、
活動時間が制限された為、馬に乗る時間が減ってしまい、例
年より練習が出来ませんでした。多くの大会が中止になる
中、中部地区大会では、全国大会に出場する権利を獲得する
ことができました。

主将　4年　金田　健太郎

　私たちの今年度の目標は、「昨年度の成績を
上回ること」です。今年度も新型コロナウイル
ス感染症の影響で、大会が減ってしまうかもし

れませんが、日々の練習を大切にし、目標達成に向かって頑
張ります。

■第55回中部学生自馬競技会
 学生賞典馬場馬術競技 個人３位
 L1競技 個人２位
■全日本学生馬術大会2020
 学生賞典馬場馬術競技大会 個人33位

■第100回全日本サッカー選手権大会　福井県予選
　　準優勝
■第48回北信越大学サッカーリーグ
　　第6位
■第43回福井県サッカー 1部リーグ
　　第5位

　私達、福井工業大学男子ホッケー部は新型コロナウイルス
感染症感染拡大の影響により、クラブ活動が限られる中、少
人数での練習やチームミーティングを積極的に行い、大会に
備えてきました。このような状況の中でも、大会に参加でき
る喜びとチームを支えてくださる全ての方々に対し、感謝の
気持ちでいっぱいです。10月31日（土）～ 11月3日（火）
大井ホッケー場にて開催されました「全日本学生ホッケー選
手権大会（インカレ）」では、第4位となり、3年連続全国ベ
スト4の成績を残すことができました。

主将　4年　谷川　和也

　昨年はチームの成長を感じながらも、全国制
覇という目標まであと一歩届きませんでした。
接戦の中、最後のところで勝ち切ることができ

ない。その原因は、技術や体力ではなく、メンタルにあると
気付かされる一年でした。今年こそは創部初の優勝を手にし
て、応援してくださる全ての方々に恩返しができるように
チーム一丸となって全力で戦います。今後とも福井工業大学
男子ホッケー部の応援、よろしくお願いいたします。

　私たち女子ホッケー部は、昨年度より強化クラブとして新
に創部させていただきました。
　昨年度は、４名のホッケー経験者が入部し、スタート致し
ました。人数が少ないため、練習時間やメニューも多くでき
ない中、基礎技術を磨き上げることに集中し、取り組んでき
ました。
　令和３年度は、U-18 日本代表選手や国体選手など有望な
新入生７名が入学し、公式戦へ初参戦致します。
　創部を含め、チームとして活動していくにあたり、いつも
学園の皆様、保護者の皆様には、多大なるご支援を頂いてい
ます。ありがとうございます。
　私たちの最大目標である「日本一」を目指しながら、日々
感謝の気持ちを忘れず、励んで参りたいと思います。
　今後ともご支援の程、何卒よろしくお願い申し上げます。

馬術部

男子ホッケー部

女子ホッケー部

男子サッカー部

大会成績�sult

令和3年度 抱負G�l

令和3年度 抱負G�l

大会成績�sult

令和3年度 抱負G�l

令和2年度 活動報告�p�t 
令和2年度 活動報告�p�t 

令和2年度 活動報告�p�t 
令和2年度 活動報告�p�t 

主将　2年　室原　智巴
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ができる喜びを噛みしめながら1年間活動しました。残念な
がら目標であった『全国大会出場』は達成できませんでした。
しかし、第100回全日本サッカー選手権大会で全国ベスト8
の成績を残した福井ユナイテッドとは、福井県予選の決勝戦
で戦い、延長戦までもつれ込む接戦を演じるなど、着実に力
を付けてきていることを実感しました。

主将　4年　小林　和暉

　私達男子サッカー部は、『文武両道』と『人
格形成』を活動理念に掲げ、日々精進しており
ます。立派な社会人となれるよう互いに切磋琢

磨しあい、チーム一丸となって全国大会出場を目指して頑張

ります。保護者の皆様におかれましても、ご支援いただきま
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年より練習が出来ませんでした。多くの大会が中止になる
中、中部地区大会では、全国大会に出場する権利を獲得する
ことができました。
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　私たちの今年度の目標は、「昨年度の成績を
上回ること」です。今年度も新型コロナウイル
ス感染症の影響で、大会が減ってしまうかもし

れませんが、日々の練習を大切にし、目標達成に向かって頑
張ります。

■第55回中部学生自馬競技会
 学生賞典馬場馬術競技 個人３位
 L1競技 個人２位
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■第48回北信越大学サッカーリーグ
　　第6位
■第43回福井県サッカー 1部リーグ
　　第5位

　私達、福井工業大学男子ホッケー部は新型コロナウイルス
感染症感染拡大の影響により、クラブ活動が限られる中、少
人数での練習やチームミーティングを積極的に行い、大会に
備えてきました。このような状況の中でも、大会に参加でき
る喜びとチームを支えてくださる全ての方々に対し、感謝の
気持ちでいっぱいです。10月31日（土）～ 11月3日（火）
大井ホッケー場にて開催されました「全日本学生ホッケー選
手権大会（インカレ）」では、第4位となり、3年連続全国ベ
スト4の成績を残すことができました。

主将　4年　谷川　和也

　昨年はチームの成長を感じながらも、全国制
覇という目標まであと一歩届きませんでした。
接戦の中、最後のところで勝ち切ることができ

ない。その原因は、技術や体力ではなく、メンタルにあると
気付かされる一年でした。今年こそは創部初の優勝を手にし
て、応援してくださる全ての方々に恩返しができるように
チーム一丸となって全力で戦います。今後とも福井工業大学
男子ホッケー部の応援、よろしくお願いいたします。

　私たち女子ホッケー部は、昨年度より強化クラブとして新
に創部させていただきました。
　昨年度は、４名のホッケー経験者が入部し、スタート致し
ました。人数が少ないため、練習時間やメニューも多くでき
ない中、基礎技術を磨き上げることに集中し、取り組んでき
ました。
　令和３年度は、U-18 日本代表選手や国体選手など有望な
新入生７名が入学し、公式戦へ初参戦致します。
　創部を含め、チームとして活動していくにあたり、いつも
学園の皆様、保護者の皆様には、多大なるご支援を頂いてい
ます。ありがとうございます。
　私たちの最大目標である「日本一」を目指しながら、日々
感謝の気持ちを忘れず、励んで参りたいと思います。
　今後ともご支援の程、何卒よろしくお願い申し上げます。
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福井工業大学の課外活動 Pickup!

福井工業大学の課外活動 Pickup!

　私たち陸上競技部は昨年、新型コロナウイルス感染症の影
響がありながらも北日本インカレで総合8位に入賞すること
ができました。全体での練習ができない期間がありました
が、チームの一人一人が限られた練習環境の中でも、高い意
識で練習を継続できたことが昨年の結果に繋がりました。

主将　4年　丸山　颯太

　私たちの今年度の目標は全ブ
ロックから日本インカレ出場者
を出すことです。昨年は競歩の
選手だけでしたが今年こそは短距離、フィールドブロック
からも日本インカレに出場できるチームを目指します。

　新型コロナウイルス感染症の影響で活動が制限される中オ
ンライン環境を利用したミーティングやトレーニングを取り
入れ競技力の向上に努めてきました。また、一般社団法人カ
ヌーホーム様によるサポート体制を整備していただき、全日
本学生選手権や日本選手権などの大会に出場しました。

主将　4年　田村　祐輝

　私たちの今年度の目標は、一人でも多くの決
勝進出者を出すことです。
　新体制のもと、「工大カヌー部」のイメージ

アップと、地域や保護者、OB・OGの皆様に応援していただ
けるチームを目指して頑張ります。

■第56回全日本学生カヌースプリント選手権大会
　　男子K-4 1000m 第7位
　　男子C-1 500m×4　リレー 第４位　他

■第94回北信越学生陸上競技対校選手権大会
　　10000m競歩 第1位　中川　貴嗣
■日本学生陸上競技対校選手権大会
　　10000m競歩 第16位　中　優介
■第51回北信越学生陸上競技選手権大会
　　10000m競歩 第1位　井澗　洸太
　　走幅跳 第1位　小坂　竜廣
　　４×100ｍリレー 第1位　山田、木下、木村、河井
　　４×400ｍリレー 第1位　杉下、河井、金子、丸山
■第42回北日本学生陸上競技対校選手権大会
　　10000m競歩 第1位　中川　貴嗣

主将　３年　藤枝　真弥

　福井工業大学空手道部は少人数から始め、今では個人戦ま
た団体戦のメンバーもそろい一人一人の技術も向上してきて
います。今後の活動としましては、北信越大会で個人・団体
と優勝し今年も２連覇できるように監督・コーチ・メンバー
と日々精進していきたいと思います。

主務　3年　干潟　雄大
　昨年は新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、大会
はほとんど行われることなく終わってしまいました。しかし
一昨年は、北信越大会において個人と団体共に優勝を収める
ことができました。この結果を収めることができたのは、監
督やコーチの指導、整えられた設備があったからこそだと思
います。これからは、さらに競技力を上げていけるように頑
張っていきたいと思います。

■平成31年　北信越学生空手道選手権大会
　　女子個人形 優勝　白崎柚葉
■平成31年　北信越学生空手道選手権大会
　　男子個人組手 優勝　干潟雄大
■平成31年　北信越学生空手道選手権大会
　　男子団体組手 優勝

　私たち水泳部は新型コロナウイルス感染症の影響により、
３～４月中は練習ができませんでした。その後は徐々に練習
のできる環境も整い、練習や試合のできる環境に感謝し過ご
すことができました。全国大会に繋がる試合が中止になり、
全国大会の標準記録を突破した者もいましたが出場すること
ができませんでした。試合が無い中でしたが、新たなチーム
目標を決め、それに向かってスタートを切ることができまし
た。

主将　4年　小高　亜文

　私たちの目標は、「中部学生選手権での団体権獲得・個人の
全国大会標準記録の突破」を目指し日々練習しています。新
型コロナウイルス感染症により大変な時期ではありますが、
保護者の皆様におかれましても、応援のほどよろしくお願い
いたします。

　私たち空手道部は、新型コロナウイルス感染症の影響で大
会などすべての試合が中止になりましたが、自分たちの欠点
や改善点を見つけ、一年間練習に励みました。普段の練習で
はそれぞれが自分の欠点を改善できるように仲間と切磋琢磨
して部活動を行いました。

カヌー部

陸上競技部
水泳部

空手道部

大会成績�sult

令和3年度 抱負G�l

大会成績�sult
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と日々精進していきたいと思います。
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います。これからは、さらに競技力を上げていけるように頑
張っていきたいと思います。

■平成31年　北信越学生空手道選手権大会
　　女子個人形 優勝　白崎柚葉
■平成31年　北信越学生空手道選手権大会
　　男子個人組手 優勝　干潟雄大
■平成31年　北信越学生空手道選手権大会
　　男子団体組手 優勝

　私たち水泳部は新型コロナウイルス感染症の影響により、
３～４月中は練習ができませんでした。その後は徐々に練習
のできる環境も整い、練習や試合のできる環境に感謝し過ご
すことができました。全国大会に繋がる試合が中止になり、
全国大会の標準記録を突破した者もいましたが出場すること
ができませんでした。試合が無い中でしたが、新たなチーム
目標を決め、それに向かってスタートを切ることができまし
た。

主将　4年　小高　亜文

　私たちの目標は、「中部学生選手権での団体権獲得・個人の
全国大会標準記録の突破」を目指し日々練習しています。新
型コロナウイルス感染症により大変な時期ではありますが、
保護者の皆様におかれましても、応援のほどよろしくお願い
いたします。

　私たち空手道部は、新型コロナウイルス感染症の影響で大
会などすべての試合が中止になりましたが、自分たちの欠点
や改善点を見つけ、一年間練習に励みました。普段の練習で
はそれぞれが自分の欠点を改善できるように仲間と切磋琢磨
して部活動を行いました。

カヌー部

陸上競技部
水泳部

空手道部

大会成績�sult

令和3年度 抱負G�l

大会成績�sult

令和3年度 抱負G�l
令和3年度 抱負G�l

令和3年度 抱負G�l

大会成績�sult

令和2年度 活動報告�p�t 
令和2年度 活動報告�p�t 

令和2年度 活動報告�p�t 
令和2年度 活動報告�p�t 

11



S
p

o
r

t
s

 &
 C

u
l

t
u

r
e

S
p

o
r

t
s

 &
 C

u
l

t
u

r
e

福井工業大学の課外活動 Pickup!

福井工業大学の課外活動 Pickup!

　私たち応援団吹奏楽部は、毎年開催される吹奏楽コンクー
ルなど演奏の技術を競うコンテスト出場と、地域の皆様から
のご依頼によるコンサートやイベントへの出演、本学社会連
携推進課との共催によるコンサート「FUTブラス」を活動の
柱としてまいりましたが、昨年度末にはじまった新型コロナ
ウイルス感染症の感染拡大の影響により、３月から練習はも
とより、すべてのイベントおよびコンクールが開催中止と
なってしまい、クラブ活動に大きな打撃を受けました。
　５月中旬までの活動中止期間を経て再集合した際には、す
べてのイベントが中止となっていたこともあり、部員達も戸
惑いましたが、なんとか活動を維持すべく、９月に自主公演
を企画立案いたしました。しかし、感染拡大の影響で中止と
なり、その後12月に再度企画した保護者を対象とした部内発
表会も再び感染拡大の影響から中止となってしまいました。
　そういった経緯もあり、部内でもモチベーションの低下が
危惧されましたが、あきらめることなく、１月末に再度発表
会を企画し、ようやく関係者のみを集めて開催することが出
来ました。この発表会が令和２年度において、部員全員で演
奏する唯一の機会となったことを考えると、大変大きな意義
があったと思います。そういった活動を模索する中で、部員
たちもクラブ活動へのモチベーションを徐々に取り戻し、３
月に開催が決定した全日本吹奏楽アンサンブルコンテストに

も果敢に挑戦した結果、福井県大会、北陸大会をいずれも１
位で突破し、創部以来初の全日本吹奏楽アンサンブルコンテ
スト全国大会出場を勝ち取り、全国大会では最上位の「金賞」
受賞という快挙を成し遂げることが出来ました。

部長　4年　木村　永遠

昨年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大により演奏会
やイベントの機会が奪われ、活動が難しい一年となりました。
次年度は感染対策やガイドラインをしっかり守った中で、演
奏の機会を積極的に作っていきたいと思います。是非我々の
コンサートに足をお運びください。

FUT 学生フォーミュラプロジェクトは一年間に一台、車を製
作し毎年 9 月の「全日本学生フォーミュラ日本大会」にて車
検、静的審査（コスト、設計コンセプト）、動的審査（燃費、
耐久性）を審査され総合点を競う大会を、目指しています。

代表　4年　串田　亜月

　今年度は 8 年ぶりの大会復帰、また大会での「全種目・完遂・
完走」を目指しルーキー賞を狙います。保護者の皆様におか
れましても、応援いただけますようよろしくお願いします。

■第18回学生フォーミュラ大会2020 大会中止
■第19回学生フォーミュラ大会2021 大会参戦準備
■ホンダ支援校　コロナの中での活動について

情報共有・交流会（オンライン開催）

■全日本吹奏楽アンサンブルコンテスト福井県大会
　　金賞　福井県代表（会場：いまだて芸術館）
■全日本吹奏楽アンサンブルコンテスト北陸大会
　　金賞　北陸代表（会場：福井県立音楽堂）
■全日本吹奏楽アンサンブルコンテスト全国大会
　　金賞　（会場：宮崎県立芸術劇場）

代表　３年　松本　朋大

　私達は今年度の大会が中止にならないことを信じ、その大
会に向けて機体の製作をしていこうと思います。
　まだまだ新しいプロジェクトですが、応援いただきますよ
うよろしくお願いいたします。 ■鈴鹿大会、もてぎ大会ともに中止

　私たち、福井工業大学鳥人間プロジェクトは、コンテスト
の提出が間近に迫り、普段より忙しい毎日を送っています。
昨年度の鳥人間コンテストは、新型コロナウイルス感染症感
染拡大のため中止となってしまいました。
　今年は、コロナ禍で活動開始が大幅に遅れたり、活動時間・
範囲が制限されるなど、かなり厳しい状況ですが、負けじと
活動しています。

部長　4年　大門 諒大

　４年生が引退し、大会出場経験者がいなくなってしまった
今、私たちは新たな技術とコンセプトで挑戦します。今年は
あまり時間が取れなく短い時間での活動ですが、立派な機体
を新しく作り上げようと日々努力しています。
　保護者の皆様におかれましても応援いただきますよう、よ
ろしくお願いいたします。

　私たち ENE1GP 電気自動車プロジェクトは、新型コロナ
ウイルス感染症の影響により、Ene-1Challenge SUZUKA、
Ene-1GP MOTEGI の２大会ともに中止になってしまいまし
た。しかし、次年度に向けての機体製作を中心に活動を行い
ました。新規車体の骨組みの製作また、カウルの製作は今ま
での雄型を成型して製作する方法から雌型を成型して制作す
る方法に変更しました。大会には出ることは出来ませんでし
たが、機体の製作に力を入れることが出来ました。

鳥人間プロジェクト
応援団吹奏楽部

FUT学生フォーミュラプロジェクト
ENE1GP電気自動車プロジェクト
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福井工業大学の課外活動 Pickup!

福井工業大学の課外活動 Pickup!

　私たち陸上競技部は昨年、新型コロナウイルス感染症の影
響がありながらも北日本インカレで総合8位に入賞すること
ができました。全体での練習ができない期間がありました
が、チームの一人一人が限られた練習環境の中でも、高い意
識で練習を継続できたことが昨年の結果に繋がりました。

主将　4年　丸山　颯太

　私たちの今年度の目標は全ブ
ロックから日本インカレ出場者
を出すことです。昨年は競歩の
選手だけでしたが今年こそは短距離、フィールドブロック
からも日本インカレに出場できるチームを目指します。

　新型コロナウイルス感染症の影響で活動が制限される中オ
ンライン環境を利用したミーティングやトレーニングを取り
入れ競技力の向上に努めてきました。また、一般社団法人カ
ヌーホーム様によるサポート体制を整備していただき、全日
本学生選手権や日本選手権などの大会に出場しました。

主将　4年　田村　祐輝

　私たちの今年度の目標は、一人でも多くの決
勝進出者を出すことです。
　新体制のもと、「工大カヌー部」のイメージ

アップと、地域や保護者、OB・OGの皆様に応援していただ
けるチームを目指して頑張ります。

■第56回全日本学生カヌースプリント選手権大会
　　男子K-4 1000m 第7位
　　男子C-1 500m×4　リレー 第４位　他

■第94回北信越学生陸上競技対校選手権大会
　　10000m競歩 第1位　中川　貴嗣
■日本学生陸上競技対校選手権大会
　　10000m競歩 第16位　中　優介
■第51回北信越学生陸上競技選手権大会
　　10000m競歩 第1位　井澗　洸太
　　走幅跳 第1位　小坂　竜廣
　　４×100ｍリレー 第1位　山田、木下、木村、河井
　　４×400ｍリレー 第1位　杉下、河井、金子、丸山
■第42回北日本学生陸上競技対校選手権大会
　　10000m競歩 第1位　中川　貴嗣

主将　３年　藤枝　真弥

　福井工業大学空手道部は少人数から始め、今では個人戦ま
た団体戦のメンバーもそろい一人一人の技術も向上してきて
います。今後の活動としましては、北信越大会で個人・団体
と優勝し今年も２連覇できるように監督・コーチ・メンバー
と日々精進していきたいと思います。

主務　3年　干潟　雄大
　昨年は新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、大会
はほとんど行われることなく終わってしまいました。しかし
一昨年は、北信越大会において個人と団体共に優勝を収める
ことができました。この結果を収めることができたのは、監
督やコーチの指導、整えられた設備があったからこそだと思
います。これからは、さらに競技力を上げていけるように頑
張っていきたいと思います。

■平成31年　北信越学生空手道選手権大会
　　女子個人形 優勝　白崎柚葉
■平成31年　北信越学生空手道選手権大会
　　男子個人組手 優勝　干潟雄大
■平成31年　北信越学生空手道選手権大会
　　男子団体組手 優勝

　私たち水泳部は新型コロナウイルス感染症の影響により、
３～４月中は練習ができませんでした。その後は徐々に練習
のできる環境も整い、練習や試合のできる環境に感謝し過ご
すことができました。全国大会に繋がる試合が中止になり、
全国大会の標準記録を突破した者もいましたが出場すること
ができませんでした。試合が無い中でしたが、新たなチーム
目標を決め、それに向かってスタートを切ることができまし
た。

主将　4年　小高　亜文

　私たちの目標は、「中部学生選手権での団体権獲得・個人の
全国大会標準記録の突破」を目指し日々練習しています。新
型コロナウイルス感染症により大変な時期ではありますが、
保護者の皆様におかれましても、応援のほどよろしくお願い
いたします。

　私たち空手道部は、新型コロナウイルス感染症の影響で大
会などすべての試合が中止になりましたが、自分たちの欠点
や改善点を見つけ、一年間練習に励みました。普段の練習で
はそれぞれが自分の欠点を改善できるように仲間と切磋琢磨
して部活動を行いました。
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　私たち応援団吹奏楽部は、毎年開催される吹奏楽コンクー
ルなど演奏の技術を競うコンテスト出場と、地域の皆様から
のご依頼によるコンサートやイベントへの出演、本学社会連
携推進課との共催によるコンサート「FUTブラス」を活動の
柱としてまいりましたが、昨年度末にはじまった新型コロナ
ウイルス感染症の感染拡大の影響により、３月から練習はも
とより、すべてのイベントおよびコンクールが開催中止と
なってしまい、クラブ活動に大きな打撃を受けました。
　５月中旬までの活動中止期間を経て再集合した際には、す
べてのイベントが中止となっていたこともあり、部員達も戸
惑いましたが、なんとか活動を維持すべく、９月に自主公演
を企画立案いたしました。しかし、感染拡大の影響で中止と
なり、その後12月に再度企画した保護者を対象とした部内発
表会も再び感染拡大の影響から中止となってしまいました。
　そういった経緯もあり、部内でもモチベーションの低下が
危惧されましたが、あきらめることなく、１月末に再度発表
会を企画し、ようやく関係者のみを集めて開催することが出
来ました。この発表会が令和２年度において、部員全員で演
奏する唯一の機会となったことを考えると、大変大きな意義
があったと思います。そういった活動を模索する中で、部員
たちもクラブ活動へのモチベーションを徐々に取り戻し、３
月に開催が決定した全日本吹奏楽アンサンブルコンテストに

も果敢に挑戦した結果、福井県大会、北陸大会をいずれも１
位で突破し、創部以来初の全日本吹奏楽アンサンブルコンテ
スト全国大会出場を勝ち取り、全国大会では最上位の「金賞」
受賞という快挙を成し遂げることが出来ました。

部長　4年　木村　永遠

昨年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大により演奏会
やイベントの機会が奪われ、活動が難しい一年となりました。
次年度は感染対策やガイドラインをしっかり守った中で、演
奏の機会を積極的に作っていきたいと思います。是非我々の
コンサートに足をお運びください。

FUT 学生フォーミュラプロジェクトは一年間に一台、車を製
作し毎年 9 月の「全日本学生フォーミュラ日本大会」にて車
検、静的審査（コスト、設計コンセプト）、動的審査（燃費、
耐久性）を審査され総合点を競う大会を、目指しています。

代表　4年　串田　亜月

　今年度は 8 年ぶりの大会復帰、また大会での「全種目・完遂・
完走」を目指しルーキー賞を狙います。保護者の皆様におか
れましても、応援いただけますようよろしくお願いします。

■第18回学生フォーミュラ大会2020 大会中止
■第19回学生フォーミュラ大会2021 大会参戦準備
■ホンダ支援校　コロナの中での活動について

情報共有・交流会（オンライン開催）

■全日本吹奏楽アンサンブルコンテスト福井県大会
　　金賞　福井県代表（会場：いまだて芸術館）
■全日本吹奏楽アンサンブルコンテスト北陸大会
　　金賞　北陸代表（会場：福井県立音楽堂）
■全日本吹奏楽アンサンブルコンテスト全国大会
　　金賞　（会場：宮崎県立芸術劇場）

代表　３年　松本　朋大

　私達は今年度の大会が中止にならないことを信じ、その大
会に向けて機体の製作をしていこうと思います。
　まだまだ新しいプロジェクトですが、応援いただきますよ
うよろしくお願いいたします。 ■鈴鹿大会、もてぎ大会ともに中止

　私たち、福井工業大学鳥人間プロジェクトは、コンテスト
の提出が間近に迫り、普段より忙しい毎日を送っています。
昨年度の鳥人間コンテストは、新型コロナウイルス感染症感
染拡大のため中止となってしまいました。
　今年は、コロナ禍で活動開始が大幅に遅れたり、活動時間・
範囲が制限されるなど、かなり厳しい状況ですが、負けじと
活動しています。

部長　4年　大門 諒大

　４年生が引退し、大会出場経験者がいなくなってしまった
今、私たちは新たな技術とコンセプトで挑戦します。今年は
あまり時間が取れなく短い時間での活動ですが、立派な機体
を新しく作り上げようと日々努力しています。
　保護者の皆様におかれましても応援いただきますよう、よ
ろしくお願いいたします。

　私たち ENE1GP 電気自動車プロジェクトは、新型コロナ
ウイルス感染症の影響により、Ene-1Challenge SUZUKA、
Ene-1GP MOTEGI の２大会ともに中止になってしまいまし
た。しかし、次年度に向けての機体製作を中心に活動を行い
ました。新規車体の骨組みの製作また、カウルの製作は今ま
での雄型を成型して製作する方法から雌型を成型して制作す
る方法に変更しました。大会には出ることは出来ませんでし
たが、機体の製作に力を入れることが出来ました。
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福井工業大学の課外活動 Pickup!

福井工業大学の課外活動 Pickup!

　私たち応援団吹奏楽部は、毎年開催される吹奏楽コンクー
ルなど演奏の技術を競うコンテスト出場と、地域の皆様から
のご依頼によるコンサートやイベントへの出演、本学社会連
携推進課との共催によるコンサート「FUTブラス」を活動の
柱としてまいりましたが、昨年度末にはじまった新型コロナ
ウイルス感染症の感染拡大の影響により、３月から練習はも
とより、すべてのイベントおよびコンクールが開催中止と
なってしまい、クラブ活動に大きな打撃を受けました。
　５月中旬までの活動中止期間を経て再集合した際には、す
べてのイベントが中止となっていたこともあり、部員達も戸
惑いましたが、なんとか活動を維持すべく、９月に自主公演
を企画立案いたしました。しかし、感染拡大の影響で中止と
なり、その後12月に再度企画した保護者を対象とした部内発
表会も再び感染拡大の影響から中止となってしまいました。
　そういった経緯もあり、部内でもモチベーションの低下が
危惧されましたが、あきらめることなく、１月末に再度発表
会を企画し、ようやく関係者のみを集めて開催することが出
来ました。この発表会が令和２年度において、部員全員で演
奏する唯一の機会となったことを考えると、大変大きな意義
があったと思います。そういった活動を模索する中で、部員
たちもクラブ活動へのモチベーションを徐々に取り戻し、３
月に開催が決定した全日本吹奏楽アンサンブルコンテストに

も果敢に挑戦した結果、福井県大会、北陸大会をいずれも１
位で突破し、創部以来初の全日本吹奏楽アンサンブルコンテ
スト全国大会出場を勝ち取り、全国大会では最上位の「金賞」
受賞という快挙を成し遂げることが出来ました。

部長　4年　木村　永遠

昨年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大により演奏会
やイベントの機会が奪われ、活動が難しい一年となりました。
次年度は感染対策やガイドラインをしっかり守った中で、演
奏の機会を積極的に作っていきたいと思います。是非我々の
コンサートに足をお運びください。

FUT 学生フォーミュラプロジェクトは一年間に一台、車を製
作し毎年 9 月の「全日本学生フォーミュラ日本大会」にて車
検、静的審査（コスト、設計コンセプト）、動的審査（燃費、
耐久性）を審査され総合点を競う大会を、目指しています。

代表　4年　串田　亜月

　今年度は 8 年ぶりの大会復帰、また大会での「全種目・完遂・
完走」を目指しルーキー賞を狙います。保護者の皆様におか
れましても、応援いただけますようよろしくお願いします。

■第18回学生フォーミュラ大会2020 大会中止
■第19回学生フォーミュラ大会2021 大会参戦準備
■ホンダ支援校　コロナの中での活動について

情報共有・交流会（オンライン開催）

■全日本吹奏楽アンサンブルコンテスト福井県大会
　　金賞　福井県代表（会場：いまだて芸術館）
■全日本吹奏楽アンサンブルコンテスト北陸大会
　　金賞　北陸代表（会場：福井県立音楽堂）
■全日本吹奏楽アンサンブルコンテスト全国大会
　　金賞　（会場：宮崎県立芸術劇場）

代表　３年　松本　朋大

　私達は今年度の大会が中止にならないことを信じ、その大
会に向けて機体の製作をしていこうと思います。
　まだまだ新しいプロジェクトですが、応援いただきますよ
うよろしくお願いいたします。 ■鈴鹿大会、もてぎ大会ともに中止

　私たち、福井工業大学鳥人間プロジェクトは、コンテスト
の提出が間近に迫り、普段より忙しい毎日を送っています。
昨年度の鳥人間コンテストは、新型コロナウイルス感染症感
染拡大のため中止となってしまいました。
　今年は、コロナ禍で活動開始が大幅に遅れたり、活動時間・
範囲が制限されるなど、かなり厳しい状況ですが、負けじと
活動しています。

部長　4年　大門 諒大

　４年生が引退し、大会出場経験者がいなくなってしまった
今、私たちは新たな技術とコンセプトで挑戦します。今年は
あまり時間が取れなく短い時間での活動ですが、立派な機体
を新しく作り上げようと日々努力しています。
　保護者の皆様におかれましても応援いただきますよう、よ
ろしくお願いいたします。

　私たち ENE1GP 電気自動車プロジェクトは、新型コロナ
ウイルス感染症の影響により、Ene-1Challenge SUZUKA、
Ene-1GP MOTEGI の２大会ともに中止になってしまいまし
た。しかし、次年度に向けての機体製作を中心に活動を行い
ました。新規車体の骨組みの製作また、カウルの製作は今ま
での雄型を成型して製作する方法から雌型を成型して制作す
る方法に変更しました。大会には出ることは出来ませんでし
たが、機体の製作に力を入れることが出来ました。

鳥人間プロジェクト
応援団吹奏楽部

FUT学生フォーミュラプロジェクト
ENE1GP電気自動車プロジェクト
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福井工業大学の感染症対策について

学内インフルエンザ予防接種の実施
　福井工業大学では毎年学内でインフルエンザ予防接種を受ける機会を設けています。
　令和2年度は445名の学生が大学にて受けました。本予防接種は医療機関で接種する
と、実費で約3,000 ～ 4,000円かかりますが、本学の場合、後援会より1,000円、学生健
康保険組合より500円の補助が受けられ、令和2年度は1,500円の自己負担で受けること
ができました。
　また、新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、遠隔授業を選択し、大学に登
校する機会のない学生のため、学外でインフルエンザ予防接種を受けた場合、令和2年度
に限り後援会、学生健康保険組合の補助額1,500円分をクオカードにて郵送でお届けする
ことにしたところ、161名の学生が申請し、補助を受けることができました。
　令和2年度は国民皆が感染症対策に努めたため、幸いなことにインフルエンザは流行す
ることなく終息し、大学でも一人の罹患者も出すことなく経過しました。
　令和3年度も学内インフルエンザ予防接種を計画しております。今後もご支援をよろし
くお願いいたします。

感染症対策について
　学校生活は集団生活を営む場であり、感染症が発生した場合、特に大きな流行拡大を引
き起こす可能性があります。令和2年より世界的に感染拡大している新型コロナウイルス
感染症に対し、本学もサーモグラフィを設置し入構時検温の実施や各教室への消毒薬の配
置、オンライン授業の導入・教室の分散等により密を徹底的に避ける等の対応をしており
ますが、やはり一人ひとりの基本的な感染症対策の徹底が最も重要です。引き続き毎朝の
検温や健康観察を行い、マスクの着用、こまめな手洗いや手指消毒に努めてください。
　また、大学生活は一人暮らしを始めるなど生活環境が大きく変化する場合が多く、たと
え保護者と同居していても生活全般がその管理下から外れ、食生活についても摂取の有無
も含めた食事内容の選択を学生自身が自由に決定する機会が増えると予想されます。
　朝食の摂取を含めたバランスのとれた食生活と、
十分な睡眠をとる、という規則正し
い生活を心がけ、免疫力を高めるこ
とが何よりも予防対策となります。
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CAREER LEADERS CAMP
学生自身が先頭に立って就職活動をリードし、文字通り未来のリーダーになる学生を育てるための講座を毎年開講しています。

オンラインガイダンスの様子　2020年度はコロナ禍の中で、オンラインにてガイダンスが実施されました。

キャリアセンターでは、コロナ対策をしっかりとした
上で、学生の皆様と対面またはＷｅｂにて相談を
受け付けています。学生の皆様が、コロナ禍の
状況の中でも、自信を持って就職活動ができるよ
う、万全の就職サポート体制でバックアップしてい
ます。

　
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
飛
躍
的
な
進
歩
は
…
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
多
く
の
企
業
が
直
接
対
面
を
避
け
る
た
め
パ
ソ
コ

ン
を
用
い
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
の
企
業
説
明
会
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
そ

し
て
、
面
接
な
ど
を
リ
モ
ー
ト
開
催
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
正
し
く
就
職
活
動
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
時
代
の
到
来
で
し
た
。

　

本
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
い
ち
早
く
こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
に
対
応
し
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
や
就
職
活
動
支
援
の
リ
モ
ー
ト
化
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
学
生
の
皆

さ
ん
も
未
経
験
の
対
応
に
迫
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
特
に
人
と
の
触
れ
合
い
が
少
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
時
、
ご
家
族
の
ご
理
解
や
ご
協
力
は
前
進
へ
の
パ
ワ
ー
と
勇
気
づ
け

ら
れ
る
支
え
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
だ
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
油
断
で
き
な
い
日
々
で
す
が
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
昨
年
度
経
験
し
て
得
ら
れ
た
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
柔
軟
に
迅
速

か
つ
強
力
に
学
生
の
皆
さ
ま
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。
対
応
す
る
職
員
は
、
民
間
企
業

経
験
者
や
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
で
各
学
科
ご
と
に
配
置
さ
れ
、
各
学
科
の
就

職
担
当
教
員
と
緻
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
学
生
一
人
一
人
の
個
性
に
合
わ
せ
た

キ
ャ
リ
ア
形
成
や
就
職
活
動
支
援
を
通
し
て
、
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
ち
、「
将
来
の
夢
の
実

現
」
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
参
り
ま
す
。

�

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
長　

�

島 

田
　
茂

就
職
に
か
か
る
社
会
の
状
況

コ
ロ
ナ
禍
に
打
ち
勝
つ
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
目
指
し
て

Ｗｅｂで、学生と面接練習

学生と対面にての相談
ソーシャルディスタンスを守って…
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月　　　日 行　　　　　　　　　　　　　　事　　　　　

３月30日（火）～４月1日（木） 前期受講登録ガイダンス（３年…就職登録票配布）

４月下旬～５月中旬 特別講座開講説明会 ( 全学年対象）（基本情報技術者・宅地建物取引士・公務員試験対策等）

４月１５日（木） （5限目）
インターンシップＡ・Ｂガイダンス（海外インターンシップ参加希望者別室にてガイダンス）①

※インターンシップＡ講義（～７月）⇒インターンシップ実習（夏休み）⇒県報告会（11/3 ）⇒成果発表会（11/6 ）
※インターンシップＢ（海外）講義（～８月）⇒インターンシップ実習（夏休み）

４月22日（木） （5限目） 就職ガイダンス①「就活準備スタートアップ講座（サイト登録）」　マイナビ

５月５日（水・祝） 福井県インターンシップ受入れ企業　企業説明会（商工会議所）⇒5/26ＥＳ学内提出締切

５月　６日（木） （5限目） インターンシップ講義② 

５月１３日（木） （5限目） インターンシップ講義③ 

５月２０日（木） （5限目） 就職ガイダンス②「インターンシップのための～ＥＳ対策講座～」　マイナビ

５月２７日（木） （5限目） インターンシップ講義④

６月３日（木） （5限目） インターンシップ講義⑤

６月１０日（木） （5限目） インターンシップ講義⑥

６月１７日（木） （5限目） 就職ガイダンス③「インターンシップのための～自己分析講座～」　マイナビ　

６月２４日（木） （5限目） インターンシップ講義⑦ 

７月１日（木） （5限目） インターンシップ講義⑧ 

７月８日（木） （5限目） 就職ガイダンス④「インターンシップのための～身だしなみ・マナー講座」　マイナビ

７月１５日（木） （5限目） インターンシップ講義⑨

７月２２日（木・祝） ＰＭ インターンシップＡ（経営者協会）事前研修会   

７月２９日（木） （5限目） インターンシップ講義⑩ 

夏期休暇中 インターンシップＡ　企業研修実施

８月5日（木） （5限目） 就職ガイダンス⑤「前期総まとめ講座」マイナビ　

①９月14日（火）～１5日（水） 
②９月１6日（木）～１7日（金） キャリアリーダーズキャンプｉｎみさきち（早期就活集中セミナー）（２日間×２回）　

2021年度　進路・就職支援行事計画

コロナ禍で、対面でのセミナー開催の開催を
断念し、オンデマンド形式で就職セミナーを
開催いたしました。たくさんの保護者の方に
視聴いただき、ありがとうございました。

令和２年度後期に就職セミナーを
オンデマンドで開催いたしました
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工学部建築土木工学科の卒業設計展が令和3年1月30日（土）～31日（日）

までAOSSAの7Fにある大学連携センターFスクエアにて開催されました。

この設計展は大学4年間における学業の集大成として、学生自らが敷地や用

途を選び課題やテーマを設定し、設計を行った成果である図面や模型を展示・

発表するものです。そこには学生達からの、街や建物への提案が込められてい

ます。コロナ禍のなかで感染対策を行っての設計展となりましたが、多くの市民

の方が来場されて、作品を見ていただきました。

毎年恒例となった環境情報学部デザイン学科卒業制作展が福井市美術館で開催されました。

この作品展は企画から演出まで学生自ら行うもので、その活動を含めてデザイン学科で学んだ

ことを活かす集大成の展示となっています。デザイン学科ならではの幅広いデザインに対し、

来場者の方々からも温かいコメントや愛情あふれるご指摘をいただきました。また、３年生以下

の作品を展示する優秀作品展も同時開催され、日々の学習の成果をたくさんの方に見ていた

だきました。最終日には地元のデザイナーである野路靖人氏をお招きして講演会を行いました。

建築土木工学科 卒業設計展
デザイン学科卒業制作展

Graduation production exhibition 
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学内奨学金制度紹介
１ 特待生奨学金
学納金50％減免
対　　象：学部2年次以上及び大学院博士前期課程
条　　件：前学期末までの成績 GPA 評価3.80以上
募集期間：前期・後期（年2回半期ごと） 

2 学習奨励金
［H28年度以降入学者］ 5万円給付
対　　象：学部2年次以上（大学院は対象外）
条　　件：前学期の成績 GPA 評価3.80以上かつ前学期の修

得単位数が15単位以上
募集期間：前期・後期（年2回半期ごと）

3 育英奨学金
［H28年度以降入学者］ 学納金30~70万円減免
対　　象：学部2年次以上、大学院全学年及び家計急変者
条　　件：保護者の年収が400万円以下かつ前学期末までの

成績 GPA 評価2.70以上または、家計急変事由が発
生した場合

募集期間：前期・後期（年2回半期ごと）
 家計急変については随時申請（※該当年度のみ適用）

4 スポーツ特待生奨学金
大会成績等により学納金又は授業料減免
※最大4年間。毎年度末に継続審査有り

対　　象：スポーツ実績評価型選抜による入学予定者または
学部、大学院全学年

条　　件：本学の規程による 

5 災害特別奨学金
学納金等減免又は災害援助金支給
対　　象：入学予定者または学部、大学院全学年
条　　件：被害状況による
募集期間：随時（ただし、被災日より1年以内）

6 兄弟学費減免奨学金
学納金50％減免
※申請年度のみ適用
対　　象：学園の設置する各学校に兄弟姉妹で在籍している

場合、希望する1名に対して減免 
条　　件：学園の設置する各学校に兄弟姉妹で在籍している

こと
募集期間：年1回（4月〜 5月頃）

7 外国留学奨励奨学金
学納金の半額を上限に、渡航費、生活補助費または、留学先の
学費の一部補助
対　　象：学部2年次以上及び大学院全学年
条　　件：交換留学生または認定留学生として認められた者

8 大学院進学奨励奨学金
（第1種） 学納金50％減免
（第2種） 国立大学授業料標準額と本学学納金との

差額を減免
※最大2年または3年間。毎年度末に継続審査有り
対　　象：本学が指定する入試区分で受験した入学予定者
条　　件：本学の規程による

9 離島・沖縄県出身者支援奨学金
国立大学標準額と本学学納金との差額を減免
※最大4年間。毎年度末に継続審査有り

対　　象：当該地域からの入学予定者
条　　件：保護者が当該地域に居住かつその地域において収

入を得ていること

10 特別奨励金
奨励金支給
対　　象：学部・大学院全学年
条　　件：取得した資格、修めた大会成績による
募集期間：随時

11 推薦選抜奨学金
授業料50％減免
※最大4年間。毎年度末に継続審査有り
対　　象：本学が指定する入試区分で受験した志願者（一部入

試区分では希望者のみ）
条　　件：基礎学力検査の合計点が100点満点中80点以上の

得点者

12 一般選抜奨学金
（一種）授業料全額免除
（二種）学納金50％減免
※最大4年間。毎年度末に継続審査有り
対　　象：一般選抜 A 方式Ⅰ期及び大学入学共通テスト利用

選抜Ⅰ期の志願者
条　　件：入学試験の合計点が一定の基準を満たしている者

のうち成績上位者

13 高大連携協定校特別奨励金
入学金免除
対　　象： 高大連携協定校に在籍している生徒で、指定校推薦

選抜の入試区分にて出願する者
条　　件：高大連携協定校特別奨学金採用基準を満たしている者

奨学金についての問い合わせ：学務課／☎0776‒29‒7867
修学支援法に基づく奨学金との併用については別途お問い合わせください。
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ご相談窓口のご案内
　学習・就職・学生生活など、日頃から気に懸かっていることやご心配ごとがございましたら、
お気軽に下記担当課へご相談ください。

問い合わせ先 メールアドレス

総 合 窓 口 0776−29−7864	（庶務課） syomu-u@fukui-ut.ac.jp

学 　 び（教 務 関 係） 0776−29−7865	（学務課） kyomu-u@fukui-ut.ac.jp

0776−29−2403	（学習支援室・教職支援室） gakusyu@fukui-ut.ac.jp

0776−29−7870	（図書館） tosyokan@fukui-ut.ac.jp

暮 ら し（学生生活関係） 0776−29−7867	（学務課） gakusei-u@fukui-ut.ac.jp

0776−29−2629	（医務室） imushitsu@fukui-ut.ac.jp

進 　 路（大学院進学関係） 0776−29−7871	（入試広報課） kouhou@fukui-ut.ac.jp

進 　 路（ 就 　 職 ） 0776−29−7868	（就職支援課） syusyoku@fukui-ut.ac.jp

大学の研究支援、社会貢献活動、同窓会 0776−29−2661	
（社会連携推進課）0776−29−7834

shakai-u@fukui-ut.ac.jp
futcrc@fukui-ut.ac.jp

セ ン タ ー 管 理 課 0776−29−2671 center@fukui-ut.ac.jp

情 報 メ デ ィ ア セ ン タ ー 0776−29−7873	（情報メディア課） densan@fukui-ut.ac.jp

出　　　　　納（学費納入関係） 0776−29−2821

あ わ ら キ ャ ン パ ス 0776−79−0111

インターナショナルセンター 0776−29−2786 international@fukui-ut.ac.jp

※発信元や通信の事由が的確でない電子メールに関しましては、お応えしかねる場合がございますのでご了承ください。

前期行事予定
月 日 行　　　事

3月 30日㈫～
4月2日㈮

前期受講登録ガイダンス
（2年～ 4年）

4月 3日㈯ 入学式

5日㈪～
10日㈯

全体オリエンテーション（1年）
学科別ガイダンス（1年）
前期受講登録ガイダンス（1年）

12日㈪ 前期授業開始

17日㈯ 令和2年度入学生歓迎式

月 日 行　　　事

5月 中旬～
下旬

五月祭

6月 19日㈯ 授業開講日（木曜授業開講）

8月 10日㈫～
9月12日㈰

夏季休業

9月 13日㈪～
17日㈮

後期受講登録ガイダンス
（全学年）

※上記日程は変更となる場合があります。
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　令和2年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から後援会定期総会の開催を中止いた
しましたが、令和3年度は感染対策に十分配慮したうえで福井キャンパスを会場に開催いたしま
す。保護者のみなさまのご参加をお待ちしております。オンラインでの配信も予定しておりま
すので、遠方で参加できないみなさまにおかれましては、ぜひオンランでご視聴いただき、後
援会の活動についてご理解を深めていただければと思います。

※ 実施内容は、新型コロナウイルス感染症の拡大状況や政府等の動向により変更する可能性が
ございます。変更の場合は、本学ホームページで速やかにお知らせいたします。

後援会定期総会

福井地区保護者個別懇談会　※事前申込制

13：00〜

14：00〜

令和3年度　福井工業大学後援会定期総会並びに保護者個別懇談会開催概要

１.開会
２.挨拶
３.議事	（1）令和2年度事業報告	 （2）令和2年度収支決算報告
	 （3）令和3年度事業計画（案）	 （4）令和3年度収支予算計画（案）
	 （5）令和3年度役員改選	 （6）その他
４.閉会

学業・就職・大学生活等お気軽にご相談ください。

5/   29土 福井キャンパス13：00〜

日程日程

福井工業大学 後援会定期総会　開催のお知らせ
令和3年度

一昨年度の総会の様子
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　地区懇談会とは、6月～ 7月にかけて、石川・富山・滋賀・関西・東海の全5地区に本学教職員
が出向き、福井工業大学の教育や就職のご報告、保護者の皆様と学科教員との個別面談を行う
ものです。今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、次の通り、感染対策に
十分配慮し実施いたします。

※ 実施内容は、新型コロナウイルス感染症の拡大状況等により変更する可能性がございます。
変更の場合は、本学ホームページで速やかにお知らせいたします。

１．�WEB、メール、電話いずれかの方法でお申し込みください（別紙「総会・地区懇談会のご案内」
をご参照ください）。

２．懇談会の時間が決まりましたら、こちらからご指定の連絡先にご連絡いたします。
３．当日、ご連絡した時間まで各会場にお越しください。
４．福井キャンパスにいる教員とオンラインでの面談となります。

開催地区 期　　日 会　　　　　場

福井地区 	5	月	29	日	㈯ 福井工業大学　福井キャンパス
（詳細はP22をご確認ください）

滋賀地区 	6	月	6	日	㈰ ホテルサンルート彦根

富山地区 	6	月	13日	㈰ 富山国際会議場

開催地区 期　　日 会　　　　　場

東海地区 	6	月	20日	㈰ 名古屋ガーデンパレス

関西地区 	6	月	27日	㈰ 大阪ガーデンパレス

石川地区 	7	月	4	日	㈰ 石川県勤労者福祉文化会館

福井工業大学 地区懇談会　開催のお知らせ
令和3年度

開催一覧開催一覧

実施手順実施手順

保護者個別懇談会　※事前申込制10：00〜
※令和3年度は、保護者個別懇談会のみの実施となります。

日程日程（福井地区以外の地方会場共通）（福井地区以外の地方会場共通） ※内容が変更となる場合もあります。※内容が変更となる場合もあります。

一昨年度の石川会場の様子
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